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ISICO（公財）石川県産業創出支援機構からのお知らせ

補助金等支援制度のご案内 令和8年1月20日時点

通常枠

なりわい再建
支援補助金

なりわい再建支援
補助金上乗せ

小規模事業者持続
化補助金（災害支
援枠）上乗せ

補

助

金
・
助

成

金

分類 制　　度 概　　要 お問合せ先受付締切補助金上限額

創業型

中小企業新事業
進出補助金

中小企業省力化
投資補助金
（一般型）

販路開拓等の取組み
費用を補助。「賃金
引上げ特例」等補助
上限の増額枠（50万
円～150万円）あり

19次：
準備中

創業後３年以内の事
業者を重点的に支
援。販路開拓等の取
組み費用を補助。

3次：
準備中

既存の事業とは異な
る、新市場・高付加
価値事業への進出に
かかる設備投資等を
支援。

3次：
2月17日～
3月26日

オーダーメイドの省
力化設備を導入し生
産性向上・賃上げす
る事業者を補助。

5次：
2月下旬
（予定）

設備や施設の復旧整
備に係る経費を補助。 随時受付

県のなりわい再建支
援補助金に最大で
100万円上乗せ補助。

令和9年
3月31日

令和9年
3月31日

国の小規模事業者持
続化補助金（災害支
援枠）に最大で30万
円上乗せ補助。

50万円
補助率：2/3

200万円
補助率：2/3

7,000万円
補助率：1/2

8,000万円
補助率：1/2
(小規模・再生2/3）

15億円
補助率：3/4
(中堅企業等は1/5）

100万円
補助率：2/15
(中堅企業等は1/5）

30万円
補助率：3/20以内
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市
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国

小規模事業者
持続化補助金
〈一般型〉HP

小規模事業者
持続化補助金
〈創業型〉HP

新事業進出
補助金HP

石川県なりわい
再建支援補助金
HP

小松市経済環境部
商工労働課
☎0761・24・8074

小松市経済環境部
商工労働課
☎0761・24・8074

中小企業成長
加速化補助金

将来の売上高100億
円を目指して、大胆
な投資を進めようと
する中小企業者の取
組を支援。

2次：
2月24日～
3月26日

5億円
補助率：1/2

中小企業成長
加速化補助金
HP

石川県被災小規模
事業者賃上げ
支援金

被災した小規模事業
者が行う賃上げに対
し、直接的な支援と
して、賃上げした従
業員数に応じた支援
金を支給。

2月28日
50万円
(5万/1人
 最大10人分）県

石川県賃上げ環境
整備助成金

今後の賃上げに向け
た生産性向上、収益
力強化に資する環境
整備のために行う新
たな取組費用を補助。

2月6日
100万円
補助率：4/5
(中小企業は3/4）県

石川県賃上げ
緊急支援事業
運営事務局
☎0120・678・670

石川県賃上げ
緊急支援事業
運営事務局
☎0120・678・670

中小企業省力化
投資補助金
（カタログ型）

補助対象カタログ掲
載の省力化設備を導
入し生産性向上・賃上
げする事業者を補助。

随時受付1,500万円
補助率：1/2以下国

中小企業省力化
投資補助金HP

中小企業省力化
投資補助金HP

国

ものづくり・商業・
サービス生産性
向上促進補助金

生産性向上や持続的
な賃上げに向けた、
革新的な新製品・新
サービスの開発や海
外需要開拓に必要な
設備投資等を支援。

23次：未定2,500万円
補助率：2/3

ものづくり
補助金HP

経営相談

本所では能登半島地震に関する事業者向け支援制度を
はじめ専門スタッフがあらゆるご相談に応じております。
ご相談の際は、事前にご連絡をお願いします。

相談場所●小松商工会議所
☎0761-21-3121

ご相談は無料です。ご相談の秘密は厳守します。

専門家によるアドバイスも受けられます。

【経営】
・各種補助金や支援策に関する経
営相談窓口を設置しています。

【IT・DX】
・社内をIT化し、業務効率を
　上げたい。
・DXについて相談したい。

【労務管理】
・雇用・労務に関する相談をしたい。
※ご相談内容によっては、専門家派遣事業にて
対応または専門機関をご紹介しております。

☎0761-21-3121
（小松商工会議所経営支援課）

悩みを抱えたままにしていませんか？

金融（融資）相談
※随時対応しております。
資金繰り安定のため
金融支援制度を利用したい。
受付時間（月）～（金）9：00～16：00
（小松商工会議所経営支援課）

事業に
関する

今月の利率
（令和8年1月20日現在）

■マルケイ資金
無担保・無保証人
2,000万円（1,000万円）
・利率　2.30％
・期間　設備10年・運転7年

■創業者支援融資
原則無担保
2,000万円
・利率　2.1％以内
・期間　7年（運転5年）

■小口零細（創業者分含）
原則無担保
2,000万円
・利率　2.1％以内
・期間　7年（運転5年）

■経営安定支援融資（一般分）
8,000万円（運転資金）
・利率　2.0％以内
・期間　7年

■経営安定支援融資（資金繰り支援分）
8,000万円（運転資金）
・利率　2.25％以内
・期間　7年

■地域商工業活性化融資
5,000万円（特認2億円）
・利率　2.2％以内
・期間　5年～15年
（期間10年超の場合は、変動金利）

令和7年度（12月
末まで）認定実績

8　件

3,910万円

0　件

0万円

1　件

4,000万円

0　件

0万円

11　件

18,767万円

金融情報

0件 　　 0万円
創業者分

0件　 0万円
女性若者シニア分

6件　1,732万円
零　細　分

小松法律相談センター事業に
関する

その他、石川県制度融資の
詳細はこちらから▶

・保証債務の問題で困っている。
・取引先が倒産した。
日時：2月5日、12日、19日、26日 
　　（毎週木曜日）
 13：00～15：50
☎076-221-0242
小松法律相談センターにてご予約ください。
（金沢弁護士会）

予約制

記帳・税務
相談
予約制

・無料納税相談室を開設しますので同封チラシを
　ご確認ください
日　時：2月20日（金）～3月13日（金） 10：00～16：00

主催：(公財)石川県産業創出支援機構、いしかわ就職・定住総合サポートセンター

※時間はいずれも13：30～16：30

超入門！管理職講座 全�回

☎0761-21-3121（小松商工会議所経営支援課）

成果の出せるチームづくりへ! 組織を成長させるマネジメントスキル

お問い合わせ

講　師

場　所
オンライン会議システム

「Zoom」

株式会社PDCAの学校 代表取締役
一般社団法人営業力推進協会 代表理事

浅井 隆志 氏

公益財団法人 石川県産業創出支援機構
総務企画部企画広報課（担当：林、朝本）
TEL:076-267-1239　FAX:076-267-1322　E-mail:jinzai@isico.or.jp

詳細はこちら▶

管理職の責任と役割、チームの目標達成スキルとは

［火曜日］

［火曜日］

若手の指導における傾向と対策
チームとして成果を上げる、目標管理と行動管理
効果的な1on1ミーティング

定員30名程度
受講費 無料2

10
第
１
回

関係性の質向上による離職防止とハラスメント対策
部下が自ら動いてやる気が続く、関係性の質向上とは
「いきなり辞めない」職場環境とは
ハラスメントを正しく理解し対策する

2
24

第
２
回

経営相談のご予約は
こちらから▶

中小企業相談所コーナー／ISICOコーナー 補助金・助成金情報
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「LOBO調査とは」全国の商工会議所のFAXとコンピュータで結んだ早期景気観測調査

業況DIは、物価高が重荷で
力強さ欠き、ほぼ横ばい
先行きは、長引く経営課題
多く、慎重な見方続く

＊DI値（景況判断指数）について
　DI値は、売上・採算・業況などの各項目についての、判断の状況を表す。ゼロを基準
として、プラスの値で景気の上向き傾向を表す回答の割合が多いことを示し、マイナ
スの値で景気の下向き傾向を表す回答の割合が多いことを示す。したがって、売上高
などの実数値の上昇率を示すものではなく、景気感の相対的な拡がりを意味する。
【DI】=（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合）

全産業

前年同月比 先行見通し

とくに好調

50≦DI 25≦DI＜50

好調

0≦DI＜25

まあまあ

DI＜▲25

きわめて不振

北陸・信越

▲25≦DI＜0

不振

全　国 全　国北陸・信越

 ▲14.4 ▲24.2 ▲17.8 ▲27.6

全産業合計
の業況DI値

月の

詳しくはこちら▶日本商工会議所ホームページ【https://cci-lobo.jcci.or.jp/】

景況天気予報 LOBO調査

▲18.0

厚生労働省発表 有効求人倍率
全 国

石 川 県

完全失業者数

全 国

石 川 県
ハローワーク
小 松 管 内

2.6％

1.9％

171万人

（前月2.6％）

（7～9月期）

（前月183万人）

1.18倍　（前月1.18倍）

1.53倍　（前月1.50倍）

1.48倍　（前月1.44倍）[就業地別]

金沢 1.39倍 白山 1.60倍 加賀 1.80倍 輪島 2.37倍七尾 1.84倍就業地別

雇
用
情
報

11
月

●
全
産
業
合
計
の
業
況
Ｄ
Ｉ
は
、

　
▲
18
．０（
前
月
比
▲
０
．１
ポ
イ
ン
ト
）

　
建
設
業
で
は
、
公
共
工
事
や
設
備
投
資

が
堅
調
で
改
善
し
た
。
卸
売
業
で
は
、
生

鮮
品
の
価
格
高
騰
に
落
ち
着
き
が
み
ら
れ

た
こ
と
な
ど
か
ら
食
料
品
関
係
を
中
心
に

改
善
し
た
。
小
売
業
で
は
、
価
格
転
嫁
が

進
展
し
、改
善
し
た
。一
方
、サ
ー
ビ
ス
業

で
は
、
一
部
地
域
の
旅
館
や
観
光
施
設
で

団
体
客
数
が
減
少
し
て
お
り
、悪
化
し
た
。

ま
た
、
製
造
業
で
は
、
原
材
料
価
格
の
上

昇
が
続
く
飲
食
料
品
関
係
で
採
算
が
悪
化

し
た
ほ
か
、
住
宅
関
連
工
事
の
減
少
を
受

け
た
木
材
製
品
製
造
業
で
引
き
合
い
が
減

少
し
、悪
化
し
た
。

　
冬
季
賞
与
の
支
給
効
果
も
あ
っ
て
消
費

マ
イ
ン
ド
は
持
ち
直
し
つ
つ
あ
る
が
、
コ

ス
ト
増
に
よ
る
採
算
悪
化
や
物
価
高
に
伴

う
節
約
志
向
は
継
続
し
て
お
り
、
業
況
は

ほ
ぼ
横
ば
い
と
な
っ
た
。

●
先
行
き
見
通
し
D
I
は
、

　
▲
17
．８（
今
月
比
+
０
．２
ポ
イ
ン
ト
）

　
高
水
準
で
の
賃
上
げ
が
下
支
え
と
な
る

中
、政
府
の
ガ
ソ
リ
ン
・
軽
油
の
値
下
げ
、

電
気
・
ガ
ス
代
支
援
を
は
じ
め
と
す
る
物

価
高
対
策
へ
の
期
待
も
あ
り
、
消
費
マ
イ

ン
ド
は
回
復
傾
向
が
見
込
ま
れ
る
。

　

一
方
、
円
安
伸
長
等
に
よ
る
仕
入
価
格

の
上
昇
や
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
を
含
む

労
務
費
上
昇
な
ど
、
コ
ス
ト
増
加
分
の
価

格
転
嫁
や
人
手
不
足
等
、
依
然
と
し
て
経

営
課
題
は
山
積
し
て
お
り
、
先
行
き
は
慎

重
な
見
方
が
続
く
結
果
と
な
っ
た
。

●
北
陸
信
越
の
動
向

　
北
陸
信
越
は
、
改
善
。
小
売
業
で
は
、

年
末
需
要
の
恩
恵
を
受
け
た
食
料
品
関
係

や
、
気
温
低
下
で
冬
物
衣
料
の
需
要
が
堅

調
な
衣
服
関
係
の
販
売
店
な
ど
で
、
売

上
・
採
算
が
改
善
し
た
。
卸
売
業
で
は
、

小
売
業
か
ら
の
引
き
合
い
増
加
を
受
け
、

飲
食
料
品
関
係
を
中
心
に
業
況
が
改
善
し

た
。
飲
食
店
か
ら
は
、
周
辺
の
ス
キ
ー
場

の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
は
好
調
で
あ
る
た

め
、
今
後
の
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
の
本
格
化

に
伴
い
、
来
店
客
数
増
加
を
期
待
し
て
い

る
、
と
い
う
声
が
聞
か
れ
た
。総務省発表 完全失業率

「被災証明書の申請期限」について「被災証明書の申請期限」について
　令和6年能登半島地震に係る被災証明書の申請受付期限は、
令和8年3月31日（火）までとなります。「石川県なりわい再建支
援補助金」などの申請の際に使用される場合は、お早めの申請を
お願いいたします。

　なお、やむを得ない理由などにより、期限まで
に申請が困難な場合は、下記までご相談ください。
　詳細は市ホームページをご確認ください。

市ホームページ▶

小松市経済環境部商工労働課　☎0761-24-8074

お
詫
び
と
訂
正

　
平
素
は
格
別
の
ご
愛
顧
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

こ
の
度
、
小
松
商
工
会
議
所
会

報
１
月
号（
７
４
２
号
）に
お
い

て
、
記
載
内
容
に
一
部
誤
り
が

ご
ざ
い
ま
し
た
。
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
し
た
こ
と
を
、
深
く

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
左
記
の
と

お
り
内
容
を
訂
正
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

【
訂
正
内
容
】

対
象
箇
所
： 

小
松
撚
糸
工
業
協
同
組
合
広
告

誤
： 

副
理
事
長
　
元
　
博
行

正
： 

副
理
事
長
　
元
　英
彦

　今回は、現場の作業ログをデジタル化して進捗（しんちょく）
と負荷を見える化し、限られた設備の稼働時間をぐっと押し上
げた事例です。東京都羽村市にある杉並電機株式会社は、電子
機器向けコネクタの金属端子を少人数で大量生産する精密プレ
スメーカーです。
　数年前まで社内では「どの仕事が先か分からない」「昨日のト
ラブルがまだ尾を引いている」といったモヤモヤが積み重なり、
職場の空気を重くしていました。
　そこで同社は、最新 I oTで機械から大量のデータを集めるの
ではなく、生産現場の担当者を起点にデータを集めて可視化す
る〝 I oP（Internet of People）〞のシステム化に着手しました。
各工程に開始・終了ボタンを用意し、押すだけで担当者や品番、
使用機械が社内のウェブシステムに登録されます。データは色
分けされ、工場の壁に設置したプロジェクターに映し出されま
す。どの機械が詰まりそうか、どこに応援を回せばよいかが一
目で分かるようになりました。
　入力定着のために、作業開始時間の早さを競うイベント「SP
杯」を行いました。この企画を通じて「作業開始ボタンを必ず押
す」習慣をゲーム感覚で根付かせました。その結果、設備稼働
時間も27%増加し、「次に何が来るか事前に分かる」「困ったと
きに助けを頼みやすくなった」という声が現場から上がりました。
　その後、市販の小型 I oTデバイスを使い、状態変化が自動で
クラウド上の表に飛ぶ仕組みを社内で開発したり、検査・修理
室に大型モニターを設置して現場とさまざまな情報を共有でき

るようにしたりしました。さらに社員向けにI oTの開発体験会
を実施し、現場がデジタル化の中心であるという認識を浸透さ
せました。
　社長は、これらの取り組みを「生の情報をそのまま皆で共有
する仕組み」と表現します。解釈を加えずタイムラインで見せ
ることで、現場が自律的に判断しやすくなり、従業員体験の向
上にもつながったと感じているそうです。大がかりなシステム
導入ではなく、身近なツールの組み合わせから始めた点は、多
くの中小企業にとっても参考になります。まずは「誰の、どん
なモヤモヤを解消したいのか」を起点に、現場の人が参加しや
すい小さなDXから着手することが、継続するデジタル化の近
道だといえるでしょう。
（この事例は筆者取材時のものであり、現在では異なる場合があります）

♦大川　真史／おおかわ・まさし
ウイングアーク1stデータのじかん主筆。IT企業を経て三菱総合研究
所に12年間在籍し、2018年から現職。デジタル化による産業構造転
換や中小企業のデジタル化に関する情報発信・事例調査が主な業務。
社外活動として、東京商工会議所ものづくり人材育成専門家WG座長、
特許庁I-OPEN専門家、ロボット革命・産業IoTイニシアティブ協議会
中堅中小AG副主査、サービス創新研究所副所長など。リアクタージ
ャパン、Garage Sumida研究所、Factory Art Museum TOYAMA、
ハタケホットケなどを兼務。経団連、経済同友会、経産省、日本商工
会議所、各地商工会議所・自治体での講演、新聞・雑誌の寄稿多数。
近著『アイデアをカタチにする！M5Stack入門＆実践ガイド』。

ウイングアーク1st株式会社
データのじかん主筆　大川　真史

作業ログ見える化で設備稼働27％
アップの工場事例

日
本
商
工
会
議
所
発
行

「
会
議
所
ニュー
ス
」

で
紹
介
さ
れ
ま
し
た

　
小
松
市
、
金
融
機
関
等
11
団
体
と
の
事
業
承
継
等

の
支
援
に
関
す
る
連
携
協
定
に
つ
い
て
日
本
商
工
会

議
所
発
行
「
会
議
所
ニ
ュ
ー
ス
１
月
１
日
号
」
に
掲

載
さ
れ
、
全
国
５
１
５
商
工
会
議
所
に
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

pick
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　今回は、現場の作業ログをデジタル化して進捗（しんちょく）
と負荷を見える化し、限られた設備の稼働時間をぐっと押し上
げた事例です。東京都羽村市にある杉並電機株式会社は、電子
機器向けコネクタの金属端子を少人数で大量生産する精密プレ
スメーカーです。
　数年前まで社内では「どの仕事が先か分からない」「昨日のト
ラブルがまだ尾を引いている」といったモヤモヤが積み重なり、
職場の空気を重くしていました。
　そこで同社は、最新 I oTで機械から大量のデータを集めるの
ではなく、生産現場の担当者を起点にデータを集めて可視化す
る〝 I oP（Internet of People）〞のシステム化に着手しました。
各工程に開始・終了ボタンを用意し、押すだけで担当者や品番、
使用機械が社内のウェブシステムに登録されます。データは色
分けされ、工場の壁に設置したプロジェクターに映し出されま
す。どの機械が詰まりそうか、どこに応援を回せばよいかが一
目で分かるようになりました。
　入力定着のために、作業開始時間の早さを競うイベント「SP
杯」を行いました。この企画を通じて「作業開始ボタンを必ず押
す」習慣をゲーム感覚で根付かせました。その結果、設備稼働
時間も27%増加し、「次に何が来るか事前に分かる」「困ったと
きに助けを頼みやすくなった」という声が現場から上がりました。
　その後、市販の小型 I oTデバイスを使い、状態変化が自動で
クラウド上の表に飛ぶ仕組みを社内で開発したり、検査・修理
室に大型モニターを設置して現場とさまざまな情報を共有でき

るようにしたりしました。さらに社員向けにI oTの開発体験会
を実施し、現場がデジタル化の中心であるという認識を浸透さ
せました。
　社長は、これらの取り組みを「生の情報をそのまま皆で共有
する仕組み」と表現します。解釈を加えずタイムラインで見せ
ることで、現場が自律的に判断しやすくなり、従業員体験の向
上にもつながったと感じているそうです。大がかりなシステム
導入ではなく、身近なツールの組み合わせから始めた点は、多
くの中小企業にとっても参考になります。まずは「誰の、どん
なモヤモヤを解消したいのか」を起点に、現場の人が参加しや
すい小さなDXから着手することが、継続するデジタル化の近
道だといえるでしょう。
（この事例は筆者取材時のものであり、現在では異なる場合があります）

♦大川　真史／おおかわ・まさし
ウイングアーク1stデータのじかん主筆。IT企業を経て三菱総合研究
所に12年間在籍し、2018年から現職。デジタル化による産業構造転
換や中小企業のデジタル化に関する情報発信・事例調査が主な業務。
社外活動として、東京商工会議所ものづくり人材育成専門家WG座長、
特許庁I-OPEN専門家、ロボット革命・産業IoTイニシアティブ協議会
中堅中小AG副主査、サービス創新研究所副所長など。リアクタージ
ャパン、Garage Sumida研究所、Factory Art Museum TOYAMA、
ハタケホットケなどを兼務。経団連、経済同友会、経産省、日本商工
会議所、各地商工会議所・自治体での講演、新聞・雑誌の寄稿多数。
近著『アイデアをカタチにする！M5Stack入門＆実践ガイド』。

ウイングアーク1st株式会社
データのじかん主筆　大川　真史

作業ログ見える化で設備稼働27％
アップの工場事例
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（9月）
今期

（12月）
来期
（1月）
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（9月）
今期

（12月）
来期
（1月）

R5

サービス業

建設
小売業
卸売業

　小松商工会議所では、議員・評議員２２4社に対し、景気見通し調
査を実施しました。調査にご協力頂きましてありがとうございます。
【総括】AIの活用について、前回R6.9月の調査から活用している
と回答した事業者は12.1%から23.6%と二倍近くに増加してお
り、活用を検討しているとの回答も引き続き20％以上あった。
業務効率化や省力化を進めるうえで、今後もAI利用が浸透して
いくことが予想される。リスクと考えていることでは、検討を
活用している事業者では誤った情報の提示・生成という回答が
多い一方、すでに活用している事業者では機密情報や個人情報
の漏洩という回答が多く、実際に運用をしている事業者とそう
でない事業者で認識に差があった。
　事業展開については人材不足が障壁となっているという回答
が多く、人材の確保・定着が重要課題であることが分かる。また、
設備投資や賃上げにあたり、使いやすい補助金を求める声も多
かった。
　その他、調査結果の抜粋版は次のとおり。
【調査対象】小松商工会議所議員・評議員企業：224社
【回答企業数】106企業（回答率：46.9％）
【調査期間】令和7年12月12日（金）～12月26日（金）

　生成AIを「活用している」23.6％、「現在活用していないが、今後
活用を検討している」21.7％、「活用していない」が、54.7％であっ
た。「活用している」「現状では活用していないが、今後活用を検討」
と合わせると45.3％の企業が生成ＡＩの活用に前向きな姿勢となっ
ており、前回より10.0％、割合が高くなった。
　業種別では、「活用している」が、建設業37.5％、鉄工・機械31.8％が高かった。従業員数別においては、規模の大きい企業の方が、「活
用している」「現在活用していないが、今後活用を検討している」を合わせた割合が高かった。

【設問1】業務における生成AIの活用について（n=106）

　10～12月の景況感は前期（７～９
月）と比べ製造業が1.0ポイント減
少、非製造業がポイント20.0上昇、
全産業11.7ポイント上昇の▲8.5
ポイントとなった。
　製造業は鉄工・機械で受注減と
なったことから悪化。非製造業で
は建設業が堅調に推移、飲食業が
繁忙期に入ったことなどから好転
した。
　暫定税率の廃止に伴う補助金な
どにより燃料価格が段階的に引き
下げられたことで、収益性の改善
などに期待する一方、米国関税や
日中関係などの国際経済リスクを
懸念する声もあった。

【主要な表現について】
業況判断…調査対象企業が自らの業績に下した判断
D I 値…D.I（ディフュージョン・インデックス）とは企業の景況感を示す指数
　 　 　「好転」の割合から「悪化」の割合を差し引いた値（無回答を除く）
前 期…令和7年度第2四半期（令和7年7月～9月）
今 期…令和7年度第3四半期（令和7年10月～12月、但し12月は見込み）
来 期…令和7年度第4四半期（令和8年1月～3月）

【各項目のDI値の意味について】
①景況感 ……………DI値がプラスなら「好転」を、マイナスなら「悪化」を表す。
②売上高 ……………DI値がプラスなら「増加」を、マイナスなら「減少」を表す。
③売上単価 …………DI値がプラスなら「上昇」を、マイナスなら「低下」を表す。
④資金繰り……………DI値がプラスなら「好転」を、マイナスなら「悪化」を表す。
⑤採算性（経常利益）…DI値がプラスなら「好転」を、マイナスなら「悪化」を表す。※改善予測 （「来期」見通しから「今期」を差し引いた値、プラスの場合は

今期より来期の方が上昇するという予測）

■年次別の推移

■景況・業況の動向（DI値）

小松

鉄工・機械
20.8％

繊維4.7％

その他
製造業
8.5%

建設業
15.1％

小売業
5.7％

卸売業
8.5％

その他　　
サービス業
26.3％飲食業

宿泊
5.7％

運輸業
4.7％

景
況
感〈
全
産
業
〉

景
況
感〈
製
造
業
〉

景
況
感〈
非
製
造
業
〉

景気見通し
調査報告

〈抜粋〉

鉄工・機械
繊維
その他製造
建設業
小売業
卸売業
サービス業（運輸含む）

合　　計

業　　種
22
5
9
16
6
9
39
106

（単位：DI）

緊急

小松商工会議所

※詳細については、本所HPまたは、中小企業相談所までお問合せください。

製
造
業

非
製
造
業

鉄工・機械
繊　　維
その他製造

製造計
建 設 業
小 売 業
卸 売 業
サービス業（運輸含む）

非製造計
全　　体
改善予測

前期

生成AIの活用状況について

今後の事業展開について

今期 来期
 ▲45.0 ▲50.0 ▲31.8
 ▲40.0 ▲60.0 ▲20.0
 0.0 0.0 ▲11.1
 ▲37.9 ▲38.9 ▲25.0
 9.1 0.0 6.3
 ▲28.6 33.3 ▲16.7
 ▲12.5 ▲22.2 ▲22.2
 ▲24.2 12.8 ▲10.3
 ▲12.9 7.1 ▲8.6
 ▲20.2 ▲8.5 ▲14.2
 2.7 ▲5.7 －　

　生成AIを活用するうえで、リスクと考えていることとして、割合
の高い順に「誤った情報の提示・生成」58.3％、これは生成AIを活用
中・検討中の企業も73.9％、生成AIを活用していない企業も49.1％
あり、高い懸念事項である。次いで「機密情報や個人情報の漏洩」
34.0％、「生成物に対する責任の所在」23.3％と続く。
　問題は多岐にわたり、生成AIに関する法整備が追いついていない
のが現状である。生成AIを活用するにあたって経営リスクと業務効
率のバランス感覚が求められる。

　今後行っていきたい事業展開として、「従業員の待遇改善・育成・働
きがい向上」54.3％と、どの業種も人手不足もあり、割合が高かった。
次いで「既存の顧客・事業を堅実に守っていきたい」48.6％、「ＤＸや設
備投資による省力化・高収益体質の構築」34.3％と続く。既存事業の
強化の割合が高かった。

【業種別】

31.8%
ー　

22.2%
25.0%
37.5%
16.7%
11.1%
ー　
ー　

28.6%
23.6%

業　種 活用している 今後活用を検討
36.4%
ー　

22.2%
27.8%
12.5%
33.3%
11.1%
40.0%
ー　

21.4%
21.7%

活用していない
31.8%
100.0%
55.6%
47.2%
50.0%
50.0%
77.8%
60.0%
100.0%
50.0%
54.7％

【設問3】生成AIを活用するうえで、リスクと考えていることについて
［複数回答可］(n=103)

【設問5】設問4で回答した事業展開について、障壁となる要素に
ついて［複数回答可］(n=103)

　「事業展開の障壁となる要素として、割合の高い順に、「人材の不
足」「人材の育成・定着」それぞれ 58.3％、「原材料・エネルギー価格
の高騰」24.3％と続く。

人材の不足 60社 58.3％
人材の育成・定着 60社 58.3％
原材料・エネルギー価格の高騰 25社 24.3％
DX・デジタル化の遅れ 19社 18.4％
新規販路の開拓 18社 17.5％
価格転嫁の困難さ 17社 16.5％
市場・需要の縮小 17社 16.5％
商品・サービス開発力 17社 16.5％
資金調達・投資余力 12社 11.7％
事業承継・後継者不足 10社 9.7％
特になし 5社 4.9％
その他 3社 2.9％

１
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12

従業員の待遇改善・育成・働きがい向上 57社 54.3％
既存の顧客・事業を堅実に守っていきたい 51社 48.6％
ＤＸや設備投資による省力化・
高収益体質の構築 36社 34.3％

新分野への進出や、新商品・サービスの開発 31社 29.5％
ブランディング強化による単価や
利益率の高いビジネス 24社 22.9％

既存商品の商圏拡大（県外・海外展開含む） 19社 18.1％
他社との提携やM&Aによる事業規模の拡大 12社 11.4％
脱炭素（GX）やESGに対応し
社会的信頼を高める経営 11社 10.5％

その他 2社 1.9％

１
2

3

4

5

6
7

8

9

活用している 25社 23.6% 12.1% 7.1％
現在活用していないが、今後活用を検討している 23社 21.7% 23.2% 16.2%
活用していない 58社 54.7％ 64.7％ 76.7％

１
2
3

R5.9
R6.9
今回

7.1%

12.1%

23.6% 21.7%

23.2%

16.2% 76.7%

64.7%

54.7%

活用している 今後活用を検討している 活用していない

今回 R6.9 R5.9

　生成AIを「活用している」「現在活用していないが、今後活用を検
討している」を合わせた企業の内、業務として割合が高かったのは
「文章の生成・校正・要約」75.0％、「情報収集・リサーチ活動」52.1％、
「アイデア出し」35.4％であった。「現在活用していないが、今後活
用を検討している」と回答した企業で「データ分析」39.1％を検討し
ている割合も高かった。

【設問2】（設問1で「１.活用している」又は「２.今後活用を検討」を選択）
生成AIを活用もしくは活用を検討している業務について
［複数回答可］（n=48）

文章の生成・校正・要約 88.0% 60.9% 75.0%
情報収集・リサーチ活動 48.0% 56.5% 52.1%
アイデア出し 36.0％ 34.8％ 35.4％
データ分析 20.0％ 39.1％ 29.2％
画像やデザインの生成・加工 32.0％ 21.7％ 27.1％
言語翻訳 32.0％ 8.7％ 20.8％
プログラミング 16.0％ 8.7％ 12.5％
その他 12.0％ ー　 6.3％

１
2
3
4
5
6
7
8

活用中
（ｎ＝25）

検討中
（ｎ＝23）

全体
（ｎ＝48） 誤った情報の提示・生成 64.0% 73.9% 49.1% 58.3%

機密情報や個人情報の漏洩 52.0% 39.1% 23.6% 34.0%
生成物に対する責任の所在 16.0% 26.1% 25.5% 23.3%
特になし 12.0% 17.4% 30.9% 23.3%
著作権・商標権の侵害 24.0% 26.1% 16.4% 20.4%
その他 4.0% ー　 1.8% 1.9%

１
2
3
4
5
6

活用中
（ｎ＝25）

検討中
（ｎ＝23）

活用なし
（ｎ＝55）

全体
（ｎ＝103）

活用中
検討中
活用なし
全体

1 2 3 4 5 6
58.3% 34.0% 23.3% 23.3% 20.4% 1.9%

49.1% 23.6% 25.5% 30.9% 16.4% 1.8%

73.9% 39.1% 26.1% 17.4% 26.1%

64.0% 52.0% 16.0% 24.0% 4.0%12.0%

【設問4】今後、行っていきたい事業展開について
［複数回答可］（n=105）

鉄工・機械
繊維
その他製造
【製造業】

建設業
小売業
卸売業
運輸
飲食業・宿泊
その他サービス業

全　体

景気見通し調査報告 景気見通し調査報告
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6月 9月 12月 3月 6月 9月 12月 3月 6月 9月 12月 3月 6月 9月 12月 3月 6月 9月 12月 3月 12月 3月 6月6月 9月 前期

（9月）
今期

（12月）
来期
（1月）

R5

サービス業

建設
小売業
卸売業

　小松商工会議所では、議員・評議員２２4社に対し、景気見通し調
査を実施しました。調査にご協力頂きましてありがとうございます。
【総括】AIの活用について、前回R6.9月の調査から活用している
と回答した事業者は12.1%から23.6%と二倍近くに増加してお
り、活用を検討しているとの回答も引き続き20％以上あった。
業務効率化や省力化を進めるうえで、今後もAI利用が浸透して
いくことが予想される。リスクと考えていることでは、検討を
活用している事業者では誤った情報の提示・生成という回答が
多い一方、すでに活用している事業者では機密情報や個人情報
の漏洩という回答が多く、実際に運用をしている事業者とそう
でない事業者で認識に差があった。
　事業展開については人材不足が障壁となっているという回答
が多く、人材の確保・定着が重要課題であることが分かる。また、
設備投資や賃上げにあたり、使いやすい補助金を求める声も多
かった。
　その他、調査結果の抜粋版は次のとおり。
【調査対象】小松商工会議所議員・評議員企業：224社
【回答企業数】106企業（回答率：46.9％）
【調査期間】令和7年12月12日（金）～12月26日（金）

　生成AIを「活用している」23.6％、「現在活用していないが、今後
活用を検討している」21.7％、「活用していない」が、54.7％であっ
た。「活用している」「現状では活用していないが、今後活用を検討」
と合わせると45.3％の企業が生成ＡＩの活用に前向きな姿勢となっ
ており、前回より10.0％、割合が高くなった。
　業種別では、「活用している」が、建設業37.5％、鉄工・機械31.8％が高かった。従業員数別においては、規模の大きい企業の方が、「活
用している」「現在活用していないが、今後活用を検討している」を合わせた割合が高かった。

【設問1】業務における生成AIの活用について（n=106）

　10～12月の景況感は前期（７～９
月）と比べ製造業が1.0ポイント減
少、非製造業がポイント20.0上昇、
全産業11.7ポイント上昇の▲8.5
ポイントとなった。
　製造業は鉄工・機械で受注減と
なったことから悪化。非製造業で
は建設業が堅調に推移、飲食業が
繁忙期に入ったことなどから好転
した。
　暫定税率の廃止に伴う補助金な
どにより燃料価格が段階的に引き
下げられたことで、収益性の改善
などに期待する一方、米国関税や
日中関係などの国際経済リスクを
懸念する声もあった。

【主要な表現について】
業況判断…調査対象企業が自らの業績に下した判断
D I 値…D.I（ディフュージョン・インデックス）とは企業の景況感を示す指数
　 　 　「好転」の割合から「悪化」の割合を差し引いた値（無回答を除く）
前 期…令和7年度第2四半期（令和7年7月～9月）
今 期…令和7年度第3四半期（令和7年10月～12月、但し12月は見込み）
来 期…令和7年度第4四半期（令和8年1月～3月）

【各項目のDI値の意味について】
①景況感 ……………DI値がプラスなら「好転」を、マイナスなら「悪化」を表す。
②売上高 ……………DI値がプラスなら「増加」を、マイナスなら「減少」を表す。
③売上単価 …………DI値がプラスなら「上昇」を、マイナスなら「低下」を表す。
④資金繰り……………DI値がプラスなら「好転」を、マイナスなら「悪化」を表す。
⑤採算性（経常利益）…DI値がプラスなら「好転」を、マイナスなら「悪化」を表す。※改善予測 （「来期」見通しから「今期」を差し引いた値、プラスの場合は

今期より来期の方が上昇するという予測）

■年次別の推移

■景況・業況の動向（DI値）

小松

鉄工・機械
20.8％

繊維4.7％

その他
製造業
8.5%

建設業
15.1％

小売業
5.7％

卸売業
8.5％

その他　　
サービス業
26.3％飲食業

宿泊
5.7％

運輸業
4.7％

景
況
感〈
全
産
業
〉

景
況
感〈
製
造
業
〉

景
況
感〈
非
製
造
業
〉

景気見通し
調査報告

〈抜粋〉

鉄工・機械
繊維
その他製造
建設業
小売業
卸売業
サービス業（運輸含む）

合　　計

業　　種
22
5
9
16
6
9
39
106

（単位：DI）

緊急

小松商工会議所

※詳細については、本所HPまたは、中小企業相談所までお問合せください。

製
造
業

非
製
造
業

鉄工・機械
繊　　維
その他製造

製造計
建 設 業
小 売 業
卸 売 業
サービス業（運輸含む）

非製造計
全　　体
改善予測

前期

生成AIの活用状況について

今後の事業展開について

今期 来期
 ▲45.0 ▲50.0 ▲31.8
 ▲40.0 ▲60.0 ▲20.0
 0.0 0.0 ▲11.1
 ▲37.9 ▲38.9 ▲25.0
 9.1 0.0 6.3
 ▲28.6 33.3 ▲16.7
 ▲12.5 ▲22.2 ▲22.2
 ▲24.2 12.8 ▲10.3
 ▲12.9 7.1 ▲8.6
 ▲20.2 ▲8.5 ▲14.2
 2.7 ▲5.7 －　

　生成AIを活用するうえで、リスクと考えていることとして、割合
の高い順に「誤った情報の提示・生成」58.3％、これは生成AIを活用
中・検討中の企業も73.9％、生成AIを活用していない企業も49.1％
あり、高い懸念事項である。次いで「機密情報や個人情報の漏洩」
34.0％、「生成物に対する責任の所在」23.3％と続く。
　問題は多岐にわたり、生成AIに関する法整備が追いついていない
のが現状である。生成AIを活用するにあたって経営リスクと業務効
率のバランス感覚が求められる。

　今後行っていきたい事業展開として、「従業員の待遇改善・育成・働
きがい向上」54.3％と、どの業種も人手不足もあり、割合が高かった。
次いで「既存の顧客・事業を堅実に守っていきたい」48.6％、「ＤＸや設
備投資による省力化・高収益体質の構築」34.3％と続く。既存事業の
強化の割合が高かった。

【業種別】

31.8%
ー　

22.2%
25.0%
37.5%
16.7%
11.1%
ー　
ー　

28.6%
23.6%

業　種 活用している 今後活用を検討
36.4%
ー　

22.2%
27.8%
12.5%
33.3%
11.1%
40.0%
ー　

21.4%
21.7%

活用していない
31.8%
100.0%
55.6%
47.2%
50.0%
50.0%
77.8%
60.0%
100.0%
50.0%
54.7％

【設問3】生成AIを活用するうえで、リスクと考えていることについて
［複数回答可］(n=103)

【設問5】設問4で回答した事業展開について、障壁となる要素に
ついて［複数回答可］(n=103)

　「事業展開の障壁となる要素として、割合の高い順に、「人材の不
足」「人材の育成・定着」それぞれ 58.3％、「原材料・エネルギー価格
の高騰」24.3％と続く。

人材の不足 60社 58.3％
人材の育成・定着 60社 58.3％
原材料・エネルギー価格の高騰 25社 24.3％
DX・デジタル化の遅れ 19社 18.4％
新規販路の開拓 18社 17.5％
価格転嫁の困難さ 17社 16.5％
市場・需要の縮小 17社 16.5％
商品・サービス開発力 17社 16.5％
資金調達・投資余力 12社 11.7％
事業承継・後継者不足 10社 9.7％
特になし 5社 4.9％
その他 3社 2.9％

１
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12

従業員の待遇改善・育成・働きがい向上 57社 54.3％
既存の顧客・事業を堅実に守っていきたい 51社 48.6％
ＤＸや設備投資による省力化・
高収益体質の構築 36社 34.3％

新分野への進出や、新商品・サービスの開発 31社 29.5％
ブランディング強化による単価や
利益率の高いビジネス 24社 22.9％

既存商品の商圏拡大（県外・海外展開含む） 19社 18.1％
他社との提携やM&Aによる事業規模の拡大 12社 11.4％
脱炭素（GX）やESGに対応し
社会的信頼を高める経営 11社 10.5％

その他 2社 1.9％

１
2

3

4

5

6
7

8

9

活用している 25社 23.6% 12.1% 7.1％
現在活用していないが、今後活用を検討している 23社 21.7% 23.2% 16.2%
活用していない 58社 54.7％ 64.7％ 76.7％

１
2
3

R5.9
R6.9
今回

7.1%

12.1%

23.6% 21.7%

23.2%

16.2% 76.7%

64.7%

54.7%

活用している 今後活用を検討している 活用していない

今回 R6.9 R5.9

　生成AIを「活用している」「現在活用していないが、今後活用を検
討している」を合わせた企業の内、業務として割合が高かったのは
「文章の生成・校正・要約」75.0％、「情報収集・リサーチ活動」52.1％、
「アイデア出し」35.4％であった。「現在活用していないが、今後活
用を検討している」と回答した企業で「データ分析」39.1％を検討し
ている割合も高かった。

【設問2】（設問1で「１.活用している」又は「２.今後活用を検討」を選択）
生成AIを活用もしくは活用を検討している業務について
［複数回答可］（n=48）

文章の生成・校正・要約 88.0% 60.9% 75.0%
情報収集・リサーチ活動 48.0% 56.5% 52.1%
アイデア出し 36.0％ 34.8％ 35.4％
データ分析 20.0％ 39.1％ 29.2％
画像やデザインの生成・加工 32.0％ 21.7％ 27.1％
言語翻訳 32.0％ 8.7％ 20.8％
プログラミング 16.0％ 8.7％ 12.5％
その他 12.0％ ー　 6.3％

１
2
3
4
5
6
7
8

活用中
（ｎ＝25）

検討中
（ｎ＝23）

全体
（ｎ＝48） 誤った情報の提示・生成 64.0% 73.9% 49.1% 58.3%

機密情報や個人情報の漏洩 52.0% 39.1% 23.6% 34.0%
生成物に対する責任の所在 16.0% 26.1% 25.5% 23.3%
特になし 12.0% 17.4% 30.9% 23.3%
著作権・商標権の侵害 24.0% 26.1% 16.4% 20.4%
その他 4.0% ー　 1.8% 1.9%

１
2
3
4
5
6

活用中
（ｎ＝25）

検討中
（ｎ＝23）

活用なし
（ｎ＝55）

全体
（ｎ＝103）

活用中
検討中
活用なし
全体

1 2 3 4 5 6
58.3% 34.0% 23.3% 23.3% 20.4% 1.9%

49.1% 23.6% 25.5% 30.9% 16.4% 1.8%

73.9% 39.1% 26.1% 17.4% 26.1%

64.0% 52.0% 16.0% 24.0% 4.0%12.0%

【設問4】今後、行っていきたい事業展開について
［複数回答可］（n=105）

鉄工・機械
繊維
その他製造
【製造業】

建設業
小売業
卸売業
運輸
飲食業・宿泊
その他サービス業

全　体

景気見通し調査報告 景気見通し調査報告

7 小松商工会議所 2026.2



講師の坪内周一氏セミナーの様子

　
12
月
22
日
、
本
所
に
て「
や
め
な
い
組
織
作
り
・
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
低
下
を
防
ぐ
、
人
事
・
賃
金
決
定
の
基
本
原
則
セ
ミ
ナ
ー
」を

開
催
し
、
市
内
事
業
所
か
ら
12
名
が
参
加
し
た
。
講
師
に
は
、

人
事
・
賃
金
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
社
会
保
険
労
務
士
の
坪
内
周
一

氏（
㈱
Ｓ
Ｙ
Ｕ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト・ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
代
表
）を
迎
え
た
。

　
坪
内
氏
は
、
近
年
の
急
激
な
初
任
給
引
き
上
げ
に
よ
り
、
既
存
社
員

と
の
賃
金
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る「
逆
転
現
象
」が
、
中
堅
層
の
離
職
リ
ス

ク
を
高
め
て
い
る
と
指
摘
し
た
。
そ
の
解
決
策
と
し
て
、
従
来
の
年
功

序
列
型
と
成
果
重
視
型
雇
用
の
良
い
点
を
融
合
さ
せ
た「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

型
雇
用
シ
ス
テ
ム
」を
解
説
し
た
。
若
手
は
育
成
を
重
視
し
、
管
理
職
は

成
果
を
重
視
す
る
な
ど
、
段
階
に
応
じ
た
柔
軟
な
制
度
設
計
の
必
要
性

を
説
明
し
た
。
ま
た
、
賃
金
決
定
に
お
い
て
は「
定
期
昇
給
」と「
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
」を
明
確
に
す
る
な
ど
社
員
に
と
っ
て
納
得
感
の
あ
る
仕
組
み
作

り
が
不
可
欠
で
あ
る
と
強
調
し
た
。

人
材
定
着
へ「
納
得
感
」あ
る
制
度
構
築

春
闘
前
に「
人
事・賃
金
決
定
」の
原
則
学
ぶ

講師の安藤氏セミナーの様子

　
本
所
で
は
、
講
師
に
㈱
安
藤
芳
園
堂
の
安
藤
謙
輔
氏（
中
小

企
業
診
断
士
）を
迎
え
、
生
成
A
I
を
ビ
ジ
ネ
ス
で
具
体
的
に

活
用
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
22
事
業
所
26
名
が
参
加
し
た
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
生
成
A
I
の
最
新
動
向
や
活
用
事
例
、
効
果
的

な
操
作
方
法
に
つ
い
て
実
習
を
交
え
て
解
説
し
た
。
併
せ
て
、
複
数
の

生
成
A
I
ツ
ー
ル
を
紹
介
し
、
各
ツ
ー
ル
の
特
性
に
応
じ
た
活
用
の
ポ

イ
ン
ト
を
説
明
し
た
。

　
説
明
の
中
で
、
生
成
A
I
の
使
用
に
伴
う
情
報
漏
洩
や
著
作
権
侵
害

の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
も
触
れ
、
入
力
デ
ー
タ
を
学
習
さ
せ
な
い「
オ
プ
ト

ア
ウ
ト
設
定
」の
徹
底
や
、
生
成
物
の
真
偽
を
必
ず
確
認
す
る「
フ
ァ
ク
ト

チ
ェッ
ク
」の
重
要
性
な
ど
、実
務
上
の
注
意
事
項
に
つ
い
て
も
話
さ
れ
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
デ
ザ
イ
ン
初
心
者
に
も
分
か
り
や
す
く
、
生
成

A
I
へ
の
理
解
が
深
ま
っ
た
」と
の
前
向
き
な
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、

「
D
M
や
S
N
S
発
信
の
作
業
時
間
を
短
縮
で
き
そ
う
だ
」と
い
っ
た
、

実
務
で
の
具
体
的
な
活
用
効
果
を
期
待
す
る
感
想
も
多
く
、
有
意
義
な

セ
ミ
ナ
ー
と
な
っ
た
。

生
成
A
I
を
活
用
し
た
原
稿・画
像
作
成
と
、

注
意
点
に
つ
い
て
学
ぶ

講師の下村氏（左）と奥田氏（右）会長と次年度会長を交えたトークセッション

　
本
所
Y
E
G（
会
長
：
廣
田
有
希
雄
）は
12
月
23
日
、
12
月
例
会

を
開
催
し
、
メ
ン
バ
ー
34
名
が
参
加
し
た
。

　
前
半
は
、
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
委
員
会
に
よ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン

2
0
2
6
ー
2
0
3
0
の
骨
子
発
表
が
行
わ
れ
た
。
人
口
が
減
少
し
て
い

く
中
で
海
外
市
場
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
る
こ
と
は
大
き
な
選
択
肢
の
一
つ
で

あ
り
、
会
員
の
海
外
事
業
展
開
を
後
押
し
す
る
た
め
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
策
定
を

進
め
て
い
る
。
２
月
の
臨
時
総
会
に
て
正
式
な
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
が
発
表
さ
れ
る
。

　
後
半
で
は
、
Y
E
G
ア
カ
デ
ミ
ー
委
員
会
が「
〜
小
松
Y
E
G
メ
ン
バ
ー

と
考
え
る
、
男
女
共
同
参
画
の
こ
れ
か
ら
〜
」と
称
し
、
日
本
Y
E
G
に
て

サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
男
女
共
同
参
画
研
究
会
を
担
当
さ
れ
る
須
崎
Y
E
G
の
下

村
亜
希
氏
を
お
迎
え
し
、
講
演
と
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
下
村
氏

は
家
庭
と
仕
事
、
Y
E
G
活
動
で
多
忙
を
極
め
た
経
験
か
ら
、
営
業
時
間

の
変
更
や
子
供
連
れ
出
社
な
ど
、
男
女
と
も
に
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り

に
努
め
、
離
職
率
０
を
達
成
さ
れ
た
。
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
小
松
市

行
政
管
理
部
地
域
振
興
課
の
奥
田
氏
も
登
壇
し
、
小
松
市
の
共
同
参
画
推

進
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
説
明
し
た
他
、
小
松
Y
E
G
メ
ン
バ
ー
が
男
女
共
同
参

画
に
つ
い
て
の
意
識
や
、
自
社
の
状
況
、
今
後
の
展
望
な
ど
を
下
村
氏
と

語
り
あ
っ
た
。

男
女
と
も
に
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
を
学
ぶ

人事・賃金決定の基本原則セミナー 12/22

小松YEG 12/23

もうデザインで迷わない！生成AIで始める
魅せるチラシ＆SNS発信セミナー 1/9

小松商店会連盟

「第1６回こまつまちゼミ」
が始まります！
小松商店会連盟では、「第16
回こまつまちゼミ」を2月21日
（土）～3月15日（日）の期間開
催します。
　「まちゼミ」は、お店の人が講師となって、プロならで
はの「コツ」や「知識」を教えてくれるおトクで楽しい少人
数制のミニ講座です。
　全18講座とも事前予約が必要となっており、2月7日
（土）から申込受付を開始します。お申込みの際は講座内
容をご確認の上、各店舗へ直接お申込みください。

■受付開始
2月7日（土）～　※各店舗の受付時間内にお願いします。
■参加申込
各店舗に直接お電話し、「まちゼミの申し込みです！」と
お伝えください。
※詳細は右記QRコード、小松商店会連盟・
　こまつまちゼミHPにてご確認ください。
■お問合せ先
小松商店会連盟事務局（小松商工会議所内）
☎0761-21-3121

　
１
月
５
日
、
ウ
レ
シ
ャ
ス
こ
ま
つ
に
お
い
て
、
本
所
議
員
・

評
議
員
、
多
数
の
来
賓
約
１
８
０
人
の
参
加
の
も
と
、
新
春
懇

談
会
を
開
催
し
た
。

　
開
会
に
先
立
ち
、
お
祝
い
と
し
て
小
松

市
出
身
の
竹
田
樹
莉
果
氏
に
よ
る
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
と
覚
本
あ
か
り
氏
に
よ
る
チ
ェ
ロ

の
演
奏
の
後
、
新
家
伸
一
副
会
頭
の
開
会

の
辞
に
よ
り
開
会
し
た
。

　
和
田
学
会
頭
は
式
辞
に
て「
昨
年
は
、
国

内
外
共
に
不
透
明
か
つ
混
迷
の
度
合
い
が

深
ま
っ
た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
こ
こ
小
松
市
に
お
い
て
は
駅
周

辺
で
は
、
一
昨
年
の
北
陸
新
幹
線
の
開
業

に
加
え
、昨
年
の「
ウ
レ
シ
ャ
ス
小
松
」、「
こ

ま
つ
北
電
ホ
ー
ル
」が
オ
ー
プ
ン
し
、
人
や

文
化
、
産
業
が
交
わ
る
新
た
な
拠
点
が
誕

生
し
ま
し
た
。
週
末
の
に
ぎ
わ
い
、
街
に

流
れ
る
人
の
姿
を
見
る
た
び
に
、
未
来
へ

の
確
か
な
期
待
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
加
え
て
小
松
空
港
周
辺
に
お
い
て
は
、

地
域
の
交
流
基
盤
と
し
て
の
機
能
を
よ
り

一
層
高
め
る
取
組
み
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

新
時
代
に
向
け
て
さ
ら
な
る
飛
躍
を
遂
げ

る
た
め
に
も
、
そ
の
実
現
に
向
け
全
力
を

尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
も
小
松
商
工
会
議
所
は
、
地
域
総

合
経
済
団
体
と
し
て
、
中
小
企
業
と
地
域

の
活
性
化
、
小
松
地
域
の
経
済
の
さ
ら
な

る
成
長
に
向
け
、
全
力
で
取
り
組
む
所
存

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
様
方
の
一
層
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
」と
挨
拶
し
た
。

　
続
い
て
来
賓
を
代
表
し
、
佐
々
木
紀
国

土
交
通
副
大
臣
、
宮
本
周
司
参
議
院
議
員
、

宮
橋
勝
栄
小
松
市
長
、
石
川
県
知
事
代
理

の
西
村
聡
石
川
県
商
工
労
働
部
長
、
福
村

章
県
議
会
議
員
が
祝
辞
を
述
べ
、
鏡
開
き

が
行
わ
れ
た
後
、
南
藤
陽
一
市
議
会
議
長

の
発
声
で
乾
杯
し
た
。

　
歓
談
の
後
、
板
尾
昌
之
副
会
頭
の
閉
会

の
辞
に
て
懇
談
会
を
締
め
く
く
っ
た
。

令
和
８
年
　
新
春
懇
談
会

地
域
経
済
発
展
へ
結
束

竹田氏・覚本氏によるお祝いの二重奏

開会の辞を述べる新家副会頭

和田会頭による式辞

閉会の辞を述べる板尾副会頭 南藤小松市議会議長が音頭を取り乾杯

会議所の動き 新春懇談会
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講師の坪内周一氏セミナーの様子

　
12
月
22
日
、
本
所
に
て「
や
め
な
い
組
織
作
り
・
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
低
下
を
防
ぐ
、
人
事
・
賃
金
決
定
の
基
本
原
則
セ
ミ
ナ
ー
」を

開
催
し
、
市
内
事
業
所
か
ら
12
名
が
参
加
し
た
。
講
師
に
は
、

人
事
・
賃
金
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
社
会
保
険
労
務
士
の
坪
内
周
一

氏（
㈱
Ｓ
Ｙ
Ｕ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト・ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
代
表
）を
迎
え
た
。

　
坪
内
氏
は
、
近
年
の
急
激
な
初
任
給
引
き
上
げ
に
よ
り
、
既
存
社
員

と
の
賃
金
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る「
逆
転
現
象
」が
、
中
堅
層
の
離
職
リ
ス

ク
を
高
め
て
い
る
と
指
摘
し
た
。
そ
の
解
決
策
と
し
て
、
従
来
の
年
功

序
列
型
と
成
果
重
視
型
雇
用
の
良
い
点
を
融
合
さ
せ
た「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

型
雇
用
シ
ス
テ
ム
」を
解
説
し
た
。
若
手
は
育
成
を
重
視
し
、
管
理
職
は

成
果
を
重
視
す
る
な
ど
、
段
階
に
応
じ
た
柔
軟
な
制
度
設
計
の
必
要
性

を
説
明
し
た
。
ま
た
、
賃
金
決
定
に
お
い
て
は「
定
期
昇
給
」と「
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
」を
明
確
に
す
る
な
ど
社
員
に
と
っ
て
納
得
感
の
あ
る
仕
組
み
作

り
が
不
可
欠
で
あ
る
と
強
調
し
た
。

人
材
定
着
へ「
納
得
感
」あ
る
制
度
構
築

春
闘
前
に「
人
事・賃
金
決
定
」の
原
則
学
ぶ

講師の安藤氏セミナーの様子

　
本
所
で
は
、
講
師
に
㈱
安
藤
芳
園
堂
の
安
藤
謙
輔
氏（
中
小

企
業
診
断
士
）を
迎
え
、
生
成
A
I
を
ビ
ジ
ネ
ス
で
具
体
的
に

活
用
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
22
事
業
所
26
名
が
参
加
し
た
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
生
成
A
I
の
最
新
動
向
や
活
用
事
例
、
効
果
的

な
操
作
方
法
に
つ
い
て
実
習
を
交
え
て
解
説
し
た
。
併
せ
て
、
複
数
の

生
成
A
I
ツ
ー
ル
を
紹
介
し
、
各
ツ
ー
ル
の
特
性
に
応
じ
た
活
用
の
ポ

イ
ン
ト
を
説
明
し
た
。

　
説
明
の
中
で
、
生
成
A
I
の
使
用
に
伴
う
情
報
漏
洩
や
著
作
権
侵
害

の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
も
触
れ
、
入
力
デ
ー
タ
を
学
習
さ
せ
な
い「
オ
プ
ト

ア
ウ
ト
設
定
」の
徹
底
や
、
生
成
物
の
真
偽
を
必
ず
確
認
す
る「
フ
ァ
ク
ト

チ
ェッ
ク
」の
重
要
性
な
ど
、実
務
上
の
注
意
事
項
に
つ
い
て
も
話
さ
れ
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
デ
ザ
イ
ン
初
心
者
に
も
分
か
り
や
す
く
、
生
成

A
I
へ
の
理
解
が
深
ま
っ
た
」と
の
前
向
き
な
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、

「
D
M
や
S
N
S
発
信
の
作
業
時
間
を
短
縮
で
き
そ
う
だ
」と
い
っ
た
、

実
務
で
の
具
体
的
な
活
用
効
果
を
期
待
す
る
感
想
も
多
く
、
有
意
義
な

セ
ミ
ナ
ー
と
な
っ
た
。

生
成
A
I
を
活
用
し
た
原
稿・画
像
作
成
と
、

注
意
点
に
つ
い
て
学
ぶ

講師の下村氏（左）と奥田氏（右）会長と次年度会長を交えたトークセッション

　
本
所
Y
E
G（
会
長
：
廣
田
有
希
雄
）は
12
月
23
日
、
12
月
例
会

を
開
催
し
、
メ
ン
バ
ー
34
名
が
参
加
し
た
。

　
前
半
は
、
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
委
員
会
に
よ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン

2
0
2
6
ー
2
0
3
0
の
骨
子
発
表
が
行
わ
れ
た
。
人
口
が
減
少
し
て
い

く
中
で
海
外
市
場
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
る
こ
と
は
大
き
な
選
択
肢
の
一
つ
で

あ
り
、
会
員
の
海
外
事
業
展
開
を
後
押
し
す
る
た
め
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
策
定
を

進
め
て
い
る
。
２
月
の
臨
時
総
会
に
て
正
式
な
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
が
発
表
さ
れ
る
。

　
後
半
で
は
、
Y
E
G
ア
カ
デ
ミ
ー
委
員
会
が「
〜
小
松
Y
E
G
メ
ン
バ
ー

と
考
え
る
、
男
女
共
同
参
画
の
こ
れ
か
ら
〜
」と
称
し
、
日
本
Y
E
G
に
て

サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
男
女
共
同
参
画
研
究
会
を
担
当
さ
れ
る
須
崎
Y
E
G
の
下

村
亜
希
氏
を
お
迎
え
し
、
講
演
と
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
下
村
氏

は
家
庭
と
仕
事
、
Y
E
G
活
動
で
多
忙
を
極
め
た
経
験
か
ら
、
営
業
時
間

の
変
更
や
子
供
連
れ
出
社
な
ど
、
男
女
と
も
に
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り

に
努
め
、
離
職
率
０
を
達
成
さ
れ
た
。
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
小
松
市

行
政
管
理
部
地
域
振
興
課
の
奥
田
氏
も
登
壇
し
、
小
松
市
の
共
同
参
画
推

進
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
説
明
し
た
他
、
小
松
Y
E
G
メ
ン
バ
ー
が
男
女
共
同
参

画
に
つ
い
て
の
意
識
や
、
自
社
の
状
況
、
今
後
の
展
望
な
ど
を
下
村
氏
と

語
り
あ
っ
た
。

男
女
と
も
に
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
を
学
ぶ

人事・賃金決定の基本原則セミナー 12/22

小松YEG 12/23

もうデザインで迷わない！生成AIで始める
魅せるチラシ＆SNS発信セミナー 1/9

小松商店会連盟

「第1６回こまつまちゼミ」
が始まります！
小松商店会連盟では、「第16
回こまつまちゼミ」を2月21日
（土）～3月15日（日）の期間開
催します。
　「まちゼミ」は、お店の人が講師となって、プロならで
はの「コツ」や「知識」を教えてくれるおトクで楽しい少人
数制のミニ講座です。
　全18講座とも事前予約が必要となっており、2月7日
（土）から申込受付を開始します。お申込みの際は講座内
容をご確認の上、各店舗へ直接お申込みください。

■受付開始
2月7日（土）～　※各店舗の受付時間内にお願いします。
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■お問合せ先
小松商店会連盟事務局（小松商工会議所内）
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１
月
５
日
、
ウ
レ
シ
ャ
ス
こ
ま
つ
に
お
い
て
、
本
所
議
員
・

評
議
員
、
多
数
の
来
賓
約
１
８
０
人
の
参
加
の
も
と
、
新
春
懇

談
会
を
開
催
し
た
。

　
開
会
に
先
立
ち
、
お
祝
い
と
し
て
小
松

市
出
身
の
竹
田
樹
莉
果
氏
に
よ
る
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
と
覚
本
あ
か
り
氏
に
よ
る
チ
ェ
ロ

の
演
奏
の
後
、
新
家
伸
一
副
会
頭
の
開
会

の
辞
に
よ
り
開
会
し
た
。

　
和
田
学
会
頭
は
式
辞
に
て「
昨
年
は
、
国

内
外
共
に
不
透
明
か
つ
混
迷
の
度
合
い
が

深
ま
っ
た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
こ
こ
小
松
市
に
お
い
て
は
駅
周

辺
で
は
、
一
昨
年
の
北
陸
新
幹
線
の
開
業

に
加
え
、昨
年
の「
ウ
レ
シ
ャ
ス
小
松
」、「
こ

ま
つ
北
電
ホ
ー
ル
」が
オ
ー
プ
ン
し
、
人
や

文
化
、
産
業
が
交
わ
る
新
た
な
拠
点
が
誕

生
し
ま
し
た
。
週
末
の
に
ぎ
わ
い
、
街
に

流
れ
る
人
の
姿
を
見
る
た
び
に
、
未
来
へ

の
確
か
な
期
待
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
加
え
て
小
松
空
港
周
辺
に
お
い
て
は
、

地
域
の
交
流
基
盤
と
し
て
の
機
能
を
よ
り

一
層
高
め
る
取
組
み
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

新
時
代
に
向
け
て
さ
ら
な
る
飛
躍
を
遂
げ

る
た
め
に
も
、
そ
の
実
現
に
向
け
全
力
を

尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
も
小
松
商
工
会
議
所
は
、
地
域
総

合
経
済
団
体
と
し
て
、
中
小
企
業
と
地
域

の
活
性
化
、
小
松
地
域
の
経
済
の
さ
ら
な

る
成
長
に
向
け
、
全
力
で
取
り
組
む
所
存

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
様
方
の
一
層
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
」と
挨
拶
し
た
。

　
続
い
て
来
賓
を
代
表
し
、
佐
々
木
紀
国

土
交
通
副
大
臣
、
宮
本
周
司
参
議
院
議
員
、

宮
橋
勝
栄
小
松
市
長
、
石
川
県
知
事
代
理

の
西
村
聡
石
川
県
商
工
労
働
部
長
、
福
村

章
県
議
会
議
員
が
祝
辞
を
述
べ
、
鏡
開
き

が
行
わ
れ
た
後
、
南
藤
陽
一
市
議
会
議
長

の
発
声
で
乾
杯
し
た
。

　
歓
談
の
後
、
板
尾
昌
之
副
会
頭
の
閉
会

の
辞
に
て
懇
談
会
を
締
め
く
く
っ
た
。

令
和
８
年
　
新
春
懇
談
会

地
域
経
済
発
展
へ
結
束

竹田氏・覚本氏によるお祝いの二重奏

開会の辞を述べる新家副会頭

和田会頭による式辞

閉会の辞を述べる板尾副会頭 南藤小松市議会議長が音頭を取り乾杯

会議所の動き 新春懇談会
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ミーティングの様子交通誘導の様子

　
2
0
2
5
年
2
月
に
創
業
し
た
、

交
通
規
制
・
警
備
業
務
を
専
門
と
す

る「
株
式
会
社
シ
ー
フ
ォ
ー
ス
」。

　
代
表
の
西
村
さ
ん
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
に
よ
り
、
以
前
勤
め
て
い
た
飲

食
業
の
継
続
が
困
難
と
な
っ
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、「
社
会
の
役
に
立
て
る

仕
事
と
は
何
か
」を
改
め
て
考
え
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
建
設
業
に
携
わ
る

知
人
か
ら
、
交
通
誘
導
や
警
備
員
の

人
手
不
足
に
よ
り
現
場
が
成
り
立
た

ず
困
っ
て
い
る
と
い
う
声
を
多
く
耳
に

し
、
警
備
業
を
通
じ
て
社
会
に
貢
献

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
実
務

経
験
を
積
ん
だ
の
ち
、
交
通
規
制
・

警
備
の
専
門
会
社
を
創
業
し
ま
し
た
。

　
同
社
で
は
、「
一
人
ひ
と
り
が
、
チ

ャ
レ
ン
ジ
・
改
善
・
成
長
」を
理
念
に

掲
げ
、
技
術
力
だ
け
で
な
く「
心
」の

部
分
も
大
切
に
し
た
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
警
備
チ
ー
ム
を
目
指
し
て
行
動

し
て
お
り
、
現
場
に
関
わ
る
す
べ
て
の

人
々
に
安
心
感
を
届
け
、
社
会
の
安

心
・
安
全
の
実
現
に
貢
献
す
る
こ
と
を

使
命
と
し
て
い
ま
す
。

シ
ー
フ
ォ
ー
ス（
Ｃ

-

ｆｏｒｃｅ
）と
い

う
社
名
に
は
、

C（
シ
ー
）：

・Ｃ
ｈａ
ｌ
ｌｅｎｇ
ｅ（
挑
戦
す
る
）

・Ｃｕ
ｌ
ｔ
ｉｖａ
ｔｅ

 （
成
長
・
育
て
る
）

・Ｃｏｎ
ｔｒ
ｉ
ｂｕ
ｔｅ（
貢
献
す
る
）

Ｆｏｒｃｅ（
フ
ォ
ー
ス
）：
部
隊

　「
挑
戦
し
続
け
、
成
長
を
重
ね
、
社

会
に
貢
献
す
る
部
隊
で
あ
り
た
い
」と

い
う
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
主
に
北
陸
三
県
を
中
心
に
、

交
通
誘
導
警
備
・
工
事
現
場
に
お
け

る
安
全
確
保
を
目
的
と
し
た
警
備
業

「パソコン教室」の
のぼり旗が目印！

会員事業所紹介安
心
・
安
全
を
支
え
る  

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

安
心
・
安
全
を
支
え
る  

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

代表取締役　西村 隆揮

株式会社シーフォース

一般道・高速道路（北陸自動車道）の
交通規制・交通誘導警備

事業内容

〒923-0834
小松市千木野町3丁目25番
0761-22-7583
0761-22-7583
https://c-force-hokuriku.com
info@c-force-hokuriku.com

迎
春
用

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
習
会
を
開
催

　
12
月
26
日（
金
）、
花
巧
房

大
西
生
花
店
の
岸
純
子
氏
を

講
師
に
迎
え
、
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
習
会
を
開

催
し
、
当
日
は
会
員
等
23
名

が
参
加
し
た
。

　
新
春
を
彩
る
店
内
や
玄
関

の
装
飾
に
役
立
て
て
も
ら
お

う
と
例
年
開
催
し
て
お
り
、

参
加
者
は
講
師
か
ら「
そ
れ
ぞ

れ
の
花
材
が
美
し
く
、
バ
ラ

ン
ス
良
く
見
え
る
よ
う
に
」と

い
っ
た
指
導
を
受
け
な
が
ら

松
や
千
両
、
葉
ボ
タ
ン
等
を

丁
寧
に
生
け
込
み
、
新
年
に

ふ
さ
わ
し
い
華
や
か
な
作
品

を
完
成
さ
せ
た
。 華

つ
う
し
ん

女
性
会

No.325
フラワーアレンジメントの様子フラワーアレンジメントの様子

季
節
の
花
に
正
月
飾
り
を
添
え
て
、
新

年
ら
し
さ
を
感
じ
ら
れ
る
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
に
！

季
節
の
花
に
正
月
飾
り
を
添
え
て
、
新

年
ら
し
さ
を
感
じ
ら
れ
る
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
に
！

〒923-0921　小松市土居原町10-10  TEL(0761)21-8000㈹

URL  https//front.g@if-binario.com

務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　「
自
社
な
ら
で
は
の
警
備
品
質
や
技

術
の
向
上
に
努
め
、
信
頼
さ
れ
る
警

備
会
社
と
し
て
独
自
の
価
値
を
提
供

し
て
い
く
こ
と
が
目
標
で
す
。

　
今
後
も
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
重
視
し
、

法
令
遵
守
と
安
全
管
理
を
徹
底
す
る

と
と
も
に
、
人
材
育
成
を
通
じ
て
活

動
地
域
の
拡
大
を
目
指
し
ま
す
」と
西

村
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

掲載
無料

掲載希望事業所
募集中!!

掲載希望事業所
募集中!!

　
本
所
会
報
で
は
、
毎
号
、

会
員
事
業
所
の
皆
様
を
ご

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
掲
載
は
無
料
で
す
の
で
、

希
望
さ
れ
る
方
は
左
記
申
込

フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

※

掲
載
は
お
申
し
込
み
受
付

順
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

お問合せ先
小松商工会議所
総務・事業課

☎0761-21-3121

申込フォーム▶

会員事業所
　　紹介コーナー

　
本
所
で
は
少
人
数
の
社
内
会
議

か
ら
、
2
0
0
名
を
超
え
る
大
型

研
修
会
ま
で
様
々
な
用
途
で
ご
利

用
い
た
だ
け
る
会
議
室
を
ご
提
供

し
て
お
り
ま
す
。
会
員
割
引
も
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

■
利
用
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
９
時（
土
・
日
・

祝
日
は
午
後
5
時
ま
で
）

■
施
設
案
内

大
小
会
議
室
・
研
修
室
　
計
9
室

駐
車
場
80
台
、
冷
暖
房
完
備
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
完
備

空
き
状
況
の
確
認
、
お
申
込
は
本

所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
料
金
、
定
員
な
ど

詳
細
は
本
所
H
P
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
▼

■
お
問
合
せ
先

小
松
商
工
会
議
所 

会
館
係

☎
0
7
6
1
・
21
・
3
1
2
1

小
松
商
工
会
議
所
会
館

貸
会
議
室

の
ご
案
内

千本木
町内会館
千本木
町内会館

よしたけ
こども園
よしたけ
こども園

円光寺円光寺

シーフォース

八幡 IC八幡 IC

8

22

111

22

幸八幡線
幸八幡線

金沢小松線

金沢小松線

吉竹吉竹

千木野町千木野町

吉竹東吉竹東

会員事業所紹介 華つうしん
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ミーティングの様子交通誘導の様子

　
2
0
2
5
年
2
月
に
創
業
し
た
、

交
通
規
制
・
警
備
業
務
を
専
門
と
す

る「
株
式
会
社
シ
ー
フ
ォ
ー
ス
」。

　
代
表
の
西
村
さ
ん
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
に
よ
り
、
以
前
勤
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て
い
た
飲

食
業
の
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と
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社
会
の
役
に
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て
る
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事
と
は
何
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」を
改
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て
考
え
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
建
設
業
に
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わ
る

知
人
か
ら
、
交
通
誘
導
や
警
備
員
の

人
手
不
足
に
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現
場
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た

ず
困
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る
と
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声
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多
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耳
に

し
、
警
備
業
を
通
じ
て
社
会
に
貢
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で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
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え
、
実
務

経
験
を
積
ん
だ
の
ち
、
交
通
規
制
・

警
備
の
専
門
会
社
を
創
業
し
ま
し
た
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同
社
で
は
、「
一
人
ひ
と
り
が
、
チ

ャ
レ
ン
ジ
・
改
善
・
成
長
」を
理
念
に

掲
げ
、
技
術
力
だ
け
で
な
く「
心
」の

部
分
も
大
切
に
し
た
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
警
備
チ
ー
ム
を
目
指
し
て
行
動

し
て
お
り
、
現
場
に
関
わ
る
す
べ
て
の

人
々
に
安
心
感
を
届
け
、
社
会
の
安

心
・
安
全
の
実
現
に
貢
献
す
る
こ
と
を

使
命
と
し
て
い
ま
す
。

シ
ー
フ
ォ
ー
ス（
Ｃ

-
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）と
い

う
社
名
に
は
、

C（
シ
ー
）：
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ｈａ
ｌ
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ｅ（
挑
戦
す
る
）

・Ｃｕ
ｌ
ｔ
ｉｖａ
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 （
成
長
・
育
て
る
）

・Ｃｏｎ
ｔｒ
ｉ
ｂｕ
ｔｅ（
貢
献
す
る
）

Ｆｏｒｃｅ（
フ
ォ
ー
ス
）：
部
隊

　「
挑
戦
し
続
け
、
成
長
を
重
ね
、
社

会
に
貢
献
す
る
部
隊
で
あ
り
た
い
」と

い
う
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
主
に
北
陸
三
県
を
中
心
に
、

交
通
誘
導
警
備
・
工
事
現
場
に
お
け

る
安
全
確
保
を
目
的
と
し
た
警
備
業

「パソコン教室」の
のぼり旗が目印！

会員事業所紹介安
心
・
安
全
を
支
え
る  

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

安
心
・
安
全
を
支
え
る  

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

代表取締役　西村 隆揮

株式会社シーフォース

一般道・高速道路（北陸自動車道）の
交通規制・交通誘導警備

事業内容
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info@c-force-hokuriku.com
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ン
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ト
講
習
会
を
開
催

　
12
月
26
日（
金
）、
花
巧
房

大
西
生
花
店
の
岸
純
子
氏
を

講
師
に
迎
え
、
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
習
会
を
開

催
し
、
当
日
は
会
員
等
23
名

が
参
加
し
た
。

　
新
春
を
彩
る
店
内
や
玄
関

の
装
飾
に
役
立
て
て
も
ら
お

う
と
例
年
開
催
し
て
お
り
、

参
加
者
は
講
師
か
ら「
そ
れ
ぞ

れ
の
花
材
が
美
し
く
、
バ
ラ

ン
ス
良
く
見
え
る
よ
う
に
」と

い
っ
た
指
導
を
受
け
な
が
ら

松
や
千
両
、
葉
ボ
タ
ン
等
を

丁
寧
に
生
け
込
み
、
新
年
に

ふ
さ
わ
し
い
華
や
か
な
作
品

を
完
成
さ
せ
た
。 華

つ
う
し
ん

女
性
会
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季
節
の
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に
正
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飾
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を
添
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新
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ら
し
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を
感
じ
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る
ア
レ
ン
ジ
メ
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ト
に
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に
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務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　「
自
社
な
ら
で
は
の
警
備
品
質
や
技

術
の
向
上
に
努
め
、
信
頼
さ
れ
る
警

備
会
社
と
し
て
独
自
の
価
値
を
提
供

し
て
い
く
こ
と
が
目
標
で
す
。

　
今
後
も
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
重
視
し
、

法
令
遵
守
と
安
全
管
理
を
徹
底
す
る

と
と
も
に
、
人
材
育
成
を
通
じ
て
活

動
地
域
の
拡
大
を
目
指
し
ま
す
」と
西

村
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

掲載
無料

掲載希望事業所
募集中!!

掲載希望事業所
募集中!!

　
本
所
会
報
で
は
、
毎
号
、

会
員
事
業
所
の
皆
様
を
ご

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
掲
載
は
無
料
で
す
の
で
、

希
望
さ
れ
る
方
は
左
記
申
込

フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

※

掲
載
は
お
申
し
込
み
受
付

順
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

お問合せ先
小松商工会議所
総務・事業課

☎0761-21-3121

申込フォーム▶

会員事業所
　　紹介コーナー

　
本
所
で
は
少
人
数
の
社
内
会
議

か
ら
、
2
0
0
名
を
超
え
る
大
型

研
修
会
ま
で
様
々
な
用
途
で
ご
利

用
い
た
だ
け
る
会
議
室
を
ご
提
供

し
て
お
り
ま
す
。
会
員
割
引
も
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

■
利
用
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
９
時（
土
・
日
・

祝
日
は
午
後
5
時
ま
で
）

■
施
設
案
内

大
小
会
議
室
・
研
修
室
　
計
9
室

駐
車
場
80
台
、
冷
暖
房
完
備
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
完
備

空
き
状
況
の
確
認
、
お
申
込
は
本

所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
料
金
、
定
員
な
ど

詳
細
は
本
所
H
P
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
▼

■
お
問
合
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先

小
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相続・贈与・遺言・事業承継相続・贈与・遺言・事業承継

小松店
（JR小松駅前新幹線口）

加賀店
（JR加賀温泉駅前）

相続贈与あんしんセンター

無料相談予約受付中無料相談予約受付中

��������� ����

九谷焼・山中漆器九谷焼・山中漆器
南加賀商工観光推進協議会からのお知らせ

　南加賀地域の伝統工芸品の利活用普及
拡大とおもてなし向上を目的に、九谷焼・
山中漆器「器」購入費の一部を助成します。「器」購入支援（助成金）のご案内「器」購入支援（助成金）のご案内

■南加賀商工観光推進協議会事務局（小松商工会議所内）
〒923-8566   小松市園町ニ１
TEL：0761-21-3121　FAX：0761-21-3120 九谷焼・山中漆器　器購入支援

7申込み方法 ・「九谷焼・山中漆器「器」購入支援申請書」（小松商工会議所ＨＰよりダウンロードもしくは協議会事務局ま
でご連絡）をご記入の上、証拠書類（請求書・領収書の写し）を添付し協議会事務局までご提出下さい。

6その他支援条件 ・令和7年4月～令和8年3月末迄に購入されたものに対し、期間内1企業･団体につき1回の支援とする。
・この支援金以外の支援金・補助金と重複して交付しないものとする。

5募集締切 ・令和8年3月末　※採択数に達した場合は、その時点で締め切らせて頂きますのでご了承下さい。

3助成金の額 ・購入経費（消費税含む）の１/２（上限２万円、１円未満切捨）を助成。

1支援対象企業･団体 ・南加賀の商工会議所・商工会の会員企業
・「南加賀地域グルメ協議会」に参加の地域グルメ団体並びに加盟店

4採択件数 ・10件程度　※申込み先着順

2支援対象商品 ・南加賀で新規に生産される九谷焼並びに山中漆器の器（食器・贈答用）。
石川県陶磁器商工業協同組合、石川県九谷窯元工業協同組合、九谷焼上絵協同組合、小松九谷工業協
同組合、加賀九谷陶磁器協同組合、山中漆器連合協同組合の組合員の事業所で新規に生産される｢九谷
焼｣｢山中漆器｣の器（食器・贈答用）。
・その他、九谷焼・山中漆器の器で協議会が認めたもの。

小
松
商
工
会
議
所 

会 

報 

２
月
号（
7
４
３
号
）

令
和
８
年
1
月
30
日
発
行（
毎
月
30
日
発
行
）

編
集
・
発
行
　
小
松
商
工
会
議
所

〒
９
２
３

－

８
５
６
６ 

小
松
市
園
町
ニ
１
番
地

☎
０
７
６
１
・
21
・
３
１
２
１
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
６
１
・
21
・
３
１
２
０


